
（御発言メモ） 

新計画策定会議 

技術検討小委員会（第２回） 

資料第４号 

核燃料サイクルコスト計算ソフトの作成と計算結果の公開について 
 

for 原子力委員会「新計画策定会議」 

山地憲治、０４０８２４ 
 

１． 総合資源エネルギー調査会「原子力部会」および「コスト等検討小委員会」の計算方式 

 経済産業省の審議会におけるｋＷｈあたり核燃料サイクルコスト計算方式について情報を入手し

た（衆議院議員の要請により､経済産業省が回答したもの、計算式については添付１参照）。以下、

これを「平成１１年モデル」と呼ぶ。 

 

①「平成１１年モデル」におけるｋＷｈあたり核燃料サイクルコスト計算の要点 
・ 次世代燃料生成率（１５％で試算しているのでプルサーマルを想定していると考えられる）を

用いて、再処理･Ｐｕリサイクルを無限回行うことを想定。 

・ 再処理を行う時点については即時再処理と中間貯蔵（４０年）後再処理の２通りを想定。 

・ 次世代燃料（MOX）の再処理等バックエンドについてはウラン燃料と同じコストを想定。 
・ この計算方式において想定されているキャッシュフローを、添付２，３に図示する。 

 

②「平成１１年モデル」の問題点 

・ 次世代燃料生成率を一定として無限回のリサイクルを想定している点。 
－無限の時間を対象として評価することの政策的意味が不明。 

－未来永劫プルサーマルしか想定されていない。ＵリサイクルやＦＢＲなどの技術進歩を無視。 

－プルトニウムの生成率が多数回リサイクルによって変化することの無視。・・・ 

・ 次世代燃料(MOX)のバックエンドコストをウラン燃料と同じと想定している点。 
－ＭＯＸ使用済燃料について、再処理や廃棄物処理･処分のコスト情報が全く審議されていない

にもかかわらず､恣意的な仮定が用いられている。 

・ 即時再処理と中間貯蔵後再処理を一定比率（平成１１年計算では２：１、コスト等小委では６

４：３６）として､両者の平均コストだけを示している。 

－無限回リサイクルにおいても両者の比率が変化しないという想定の不自然さ。 

－両ケースのコスト比較が行われていない。 

 
２． より一般的な核燃料サイクルコスト計算ソフトの開発と公開 

①「平成１１年モデル」をエクセルファイルで再現 

・ 添付１に基づき､コスト等検討小委での計算条件やより一般的なＯＥＣＤ/ＮＥＡモデルを包含

できるソフトを開発した（ＦＣＯＳＴ－ＵＴモデル）。 
・ 添付４に「平成１１年モデル」の再現結果を示す（関係者からのコメントを期待）。 

－再処理以外のバックエンド費用項目の一部に不明の点があるが、ほぼ再現できている。 

②Ｐｕ/Ｕクレジットを用いて無限回リサイクルを想定しないサイクルコスト計算の提案 

・ 添付５にこの場合のキャシュフローを示す。 
③計算ソフトと計算結果の公開 

・ コスト等検討小委での計算の再現等を含め､８月３１日の技術検討小委までに､ソフトと計算結

果を山地の研究室のホームページ(http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/yamaji/)で公開の予定。 
・ 技術小委における検討においても、コスト計算手法と計算結果の完全な公開が必要と考える。 
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